
Ⅰ 新政権の誕生に期待すること

• 新政権に対して、ポジティブな評価が全体の48.1%にのぼり、ネガティブな評価（24.9%）を上回

る結果となった（Q３）

• 新政権がビジネスに与える影響については、「好影響（26.0%）」と「悪影響（18.0%）」と意見

が分かれる結果となった。「影響なし（56.1%）」と回答した企業も多く、全体的に静観している様

子が伺える（Q４）

• 注目される政策分野は「税制改革」「外交政策」「労働市場改革」などで、企業活動の基盤に関わ

るテーマが上位に挙がっている（Q５）

• 日本経済の今後についてもポジティブな展望を持つ企業が多く、短期的には成長が期待される

（Q６）

Ⅱ 米国大統領選の行方

• カマラ・ハリス氏の勝利を期待する声が76.2%と圧倒している（Q８）

• 政策領域としては、特に「安全保障政策」や「対中政策」への関心が高まっている。米中間の貿易

摩擦や経済制裁の影響が日本企業のサプライチェーンや経済安全保障への影響が注目されている

（Q１０）

• また、ビジネスリスクとして「米中貿易戦争の再燃」や「米国関税政策の変動」が懸念されている

（Q１４）

中部経済同友会 1000人の声プロジェクト
「新政権への期待・米国大統領選の行方」に関するアンケート調査
実施期間：2024年10月4日～ 10月23日
回答数 ：189件/1086件（回答率：17.4％）

結果の概要

回答数：189

製造業

33.9%
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回答数：189

Q1.業種 Q2.企業規模（従業員数）



Ⅰ 新政権にの誕生に期待すること

Q３.石破新政権に、御社はどの程度期待していますか？（単一回答）

Q４.新政権の誕生は、御社のビジネスにどのような影響があると考えますか？（単一回答）

Q５.御社が最も注目している政策領域は何ですか？（複数回答）

非常に期待している

5.8%

ある程度期待している

42.3%

どちらともいえない

27.0%

あまり期待していない

21.2%

全く期待していない

3.7%

0% 25% 50% 75% 100%

非常に好影響

1.1%

多少好影響

24.9%

影響なし

56.1%

多少悪影響

17.5%

非常に悪影響

0.5%

0% 25% 50% 75% 100%

ポジティブ 48.1％ ネガティブ 24.9％

好影響 26.0％ 悪影響 18.0％

回答数：189

回答数：189

全体的にポジティブな評価（「非常に期待している」および「ある程度期待している」）が、ネガティブな
評価（「あまり期待していない」および「全く期待していない」）を上回る

好影響（「非常に好影響」および「多少好影響」）と悪影響（「多少悪影響」および「非常に悪影
響」）が拮抗している。全体として「影響なし」とする声が多い

44.4%

42.3%

37.0%

35.4%

34.9%

30.7%

30.2%

28.6%

27.5%

16.4%

3.2%

0.0%

0.0% 25.0% 50.0%

税制改革（法人税・所得税の見直しやインセンティブ強化）

外交政策（日米関係、中国対応）

労働市場改革（働き方改革、人材育成）

地方創生（地域経済の活性化）

規制緩和（ビジネス環境の整備と市場の自由化）

経済安全保障（サプライチェーンの強化）

デジタル化推進（DX、デジタルインフラの整備）

環境政策（カーボンニュートラル、ESG投資促進）

中小企業支援政策（資金援助や起業支援）

社会保障制度の改革（年金、医療制度の見直し）

その他

無回答

回答数：189

上位には、「税制改革」、「外交政策」、「労働市場改革」など、投資・貿易・雇用等、企業活動の根
幹にテーマに注目が集まっている



Q６.今後１年で、日本経済はどのようになると考えますか？（単一回答）

Q７.新政権に対して、特に期待する政策や取り組みがあればご記入ください（自由記述）

ゆるやかに成長していく

41.8%

一進一退となる

51.3%

停滞に陥る

6.3%

下落していく

0.5%

0% 25% 50% 75% 100%

ポジティブ 41.8％ ネガティブ 6.8％

回答数：189

政権・政治改革
• 政治と金の問題の改善、政治資金規正法見直し
• 金と政治との決別
• 国会の重視と政治の透明性維持

経済政策と税制
• 経済成長最優先の政策推進
• 規制緩和と減税による民間活力の引き出し
• 中小企業支援の強化

エネルギー・環境
• 税制改革（消費税減税、エネルギー政策見直し等）

外交・防衛政策
• 日本の領海・領空の防衛強化
• 外国人の不動産取得に対する規制
• 中国、ロシア、北朝鮮の動向注視

少子高齢化・社会保障
• 少子化対策の推進
• 社会保険負担軽減と高齢者支援
• 社会保障費を抑制し、次世代が希望を持てる社会づくり

地方創生と交通インフラ
• 地方創生のための交通網・交通機関の活性化

働き方改革・人材育成
• 労働時間削減に偏り過ぎず、働きたい人が働ける環境づくり
• 残業時間の規制解除

経済安全保障
• 経済安全保障の確立

全体的にポジティブな評価が、ネガティブな評価を上回る。日本経済は、短期的には前向きに展望さ
れている



61.4%

50.3%

40.2%

38.1%

25.4%

24.3%

7.9%

51.6%

67.7%

12.9%

9.7%

35.5%

41.9%

19.4%

65.3%

47.9%

49.3%

46.5%

23.6%

22.2%

6.3%

42.9%

35.7%

7.1%

14.3%

21.4%

7.1%

0.0%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0%

安全保障対策

対中国政策

気候変動対策

関税政策

金融政策

財政政策

移民政策

全体（n=189）

トランプ（n=31）

ハリス（n=144）

わからない（n=14）

Ⅱ 米国大統領選の行方

Q８. 2024年の米国大統領選挙について、ドナルド・トランプ氏（共和党）
またはカマラ・ハリス氏（民主党）、どちらの勝利を予想しますか？（単一回答）

Q９.ドナルド・トランプ氏（共和党）またはカマラ・ハリス氏（民主党）どちらの勝利を期待しますか？
（単一回答）

Q１０.期待する理由

ドナルド・トランプ氏（共和党）

16.4%

カマラ・ハリス氏（民主党）

76.2%

わからない

7.4%

0% 25% 50% 75% 100%

ドナルド・トランプ氏（共和党）

22.8%

カマラ・ハリス氏（民主党）

53.4%

わからない

23.8%

0% 25% 50% 75% 100%

ハリス 53.4％トランプ 22.8％

ハリス 76.2％トランプ 16.4％

回答数：189

回答数：189

ハリス氏（民主党）の勝利を予想する声が、トランプ氏（共和党）を上回る

ハリス氏（民主党）の勝利に期待する声が圧倒的に多い状況

ハリス氏の当選を期待する理由として「安全保障対策」を挙げる声が多く、
トランプ氏の当選を期待する理由として「対中国政策」を挙げる声が多い



47.1%

42.3%

31.2%

30.2%

30.2%

27.0%

2.1%

1.1%

0.0%

0.0% 25.0% 50.0%

金融政策

関税政策

対中国政策

財政政策

国際安全保障政策

気候変動対策

移民政策

その他

無回答

Q１１.米国の2024年大統領選挙に関して、どの程度関心をお持ちですか？（単一回答）

Q１２.米国経済の動向（例：景気後退、景気回復）は、貴社の経営判断にどの程度影響を
与えると感じていますか？（単一回答）

Q１３.貴社のビジネスに影響が大きい米国の政策分野は？（複数回答）

非常に関心がある

40.2%

ある程度関心がある

57.1%

どちらでもない

2.6%

0% 25% 50% 75% 100%

非常に大きな影響を与える

28.6%

ある程度影響を与える

51.9%

どちらでもない

13.8%

あまり影響を与えない

4.8%

全く影響を与えない

1.1%

0% 25% 50% 75% 100%

関心あり 97.3％

影響あり 80.5％ 影響なし 5.9％

回答数：189

回答数：189

回答数：189

米国大統領選がビジネスに与える影響の大きさが伺える

為替、貿易、経済安全保障等様々な論点に影響を及ぼすことから、
ビジネスへの影響を意識する声が多い

為替等、金融市場への影響や、貿易等、サプライチェーンに影響する政策分野が、特に注目されている



51.9%

46.0%

45.0%

41.8%

40.7%

24.3%

18.0%

15.3%

0.0%

0.0% 25.0% 50.0%

米中貿易戦争の再燃

米国関税政策の変動

エネルギー価格の変動

金融市場の不安定化

外交政策の不安定化

サプライチェーンの混乱

米国市場の縮小

気候変動対策の強化

無回答

Q１４. 2024年の米国大統領選挙後、以下のいずれの項目におけるビジネスリスクが高いと
考えますか？（複数回答）

Q１５.米国大統領選後のリスクや不確実性に対して、貴社ではどのような対策を講じていますか？
（自由記述）

回答数：189

「米中貿易戦争の再燃」や「米国関税政策の変動」などが懸念されている。主に、米中間の貿易摩擦・経済
制裁などが、わが国のサプライチェーンや経済安全保障等に与える影響が懸念されていることが伺える

市場および法規制対応

• 製品材料等の生産過程や入手国の把握、リスク確認を行っている。また、製品の販売市場における法

的制約や規制の調査、販売市場の分散化も進めている

コスト削減とエネルギー効率化

• 製造原価の低コスト化や省エネルギー化を進めている

顧客および市場の多様化

• 顧客や市場の多様化、多角化を推進している

国内事業の収益化

• 国内事業の収益化に向けた対策を講じている

経済および地政学リスク対策

• トランプが当選した場合のインフレ拡大リスクと、それに伴うFRBの動向を懸念している。インフレ対策と

地政学リスクが高まる前提で迅速な対応が重要と認識している

ご協力ありがとうございました
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